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Ｓ.Ｋ.Ｋ.情報ビジネス専門学校 自己評価および学校関係者評価委員会に関する規程 
 
（目的）  
第１条 この規程は、本学校の自己評価及び学校関係者評価委員会の実施並びに結果の公表につ

いて必要な事項を定める。 
 
（定義） 
第２条 この規程において、学校評価とは、学校教育法第４２条及び学校教育法施行規則第６６

条に規定する自己評価並びに同法４３条及び同法施行規則第６７条に規定する学校関係者評価を

いう。 
 
（自己評価担当者） 
第３条 自己評価を適切かつ円滑に行うため担当者を定める。 
 
（自己評価担当者の所掌事項） 
第４条 自己評価担当者は、自己評価の目的を達成するため、次の事項を所掌する。 
（１）自己評価の基本方針及び実施体制並びに実施方法の策定・改廃に関すること 
（２）自己評価の評価基準項目に関すること 
（３）自己評価報告書の作成に関すること 
（４）自己評価結果に基づく改善策の提案に関すること 
（５）自己評価結果の公表に関すること 
（６）その他自己評価の実施について必要な事項に関すること 
 
（自己評価の実施） 
第５条 自己評価は、学校長の指揮のもと、第４条で定める基本方針、実施体制に基づく責任と

役割を教職員それぞれが十分認識し、誠実に取り組まなければならない。 
 
（自己評価結果の活用） 
第６条 教職員は、自己評価結果を活用し、教育活動及び学校運営等の質の保証と向上に継続的

に努めなければならない。 
 
（自己評価結果の報告） 
第７条 学校長は、自己評価結果を学校関係者委員に報告しなければならない。 
 
（自己評価結果の公表） 
第８条 学校長は、自己評価結果を広く社会に公表しなければならない。 
 
  



別添資料２ 
 

S.K.K.情報ビジネス専門学校 
 

（学校関係者評価） 
第９条 学校長は、自己評価の結果を本学校の関係者により組織した学校関係者評価委員会（以

下「関係者委員会」という。）に報告し、意見を聴き、その意見を尊重し、教育活動及び学校運営

に活用しなければならない。 
 
（関係者委員会の構成） 
第 10 条 関係者委員会は、次の掲げる区分から学校長が委嘱する委員により構成する。 
（１）関連業界等関係者５名 
（２）卒業生１名 
２ 委員の任期は、４年とする。ただし、再任を妨げない。 
 
（関係者委員会の運営） 
第 11 条 関係者委員会に委員長を置く。 
２ 関係者委員会は、学校長が招集し、委員長がその運営にあたる。 
３ 学校長が必要と認める場合は、関係者委員会に委員以外の者の出席を求めることができる。 
４ 関係者委員会は、委員の過半数が出席しなければ開会することができない。 
５ 関係者委員会は、自己評価の進捗状況に応じ次年度の計画策定までの間に１回以上開催しなけ

ればならない。 
 
（学校関係者評価の評価結果） 
第 12 条 関係者委員会による評価結果をまとめ、報告書を作成しなければならない。 
 
（学校関係者評価結果の活用） 
第 13 条 教職員は、学校関係者評価の結果を活用し、教育活動及び学校運営等の質の保証と向上

に継続的に努めなければならない。 
  
 
（学校関係者評価結果の公表） 
第 14 条 学校長は、学校関係者評価結果について、広く社会に公表しなければならない。 
 
 
附則 
この規程は、令和 2 年４月１日から施行する。 


